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２．連結 ２００４年度 貸借対照表（対 前年度末実績） （単位：億円）
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◇ﾒﾀﾉｰﾙ市況は上期高値維持、下期軟化でﾒﾀﾉｰﾙ関連持分法は2004年度並み。

   ｴﾝﾌﾟﾗ系も2004年度並み、ｷｼﾚﾝ系は減益予想。

◇2005年度  探鉱費 ▲15億円、固定資産処分損▲ 15億円、その他▲10億

◇2004年度：特別利益６億、研究所再編費用▲24億円、情報機能材事業構造改善費▲21億円

                      電子材料事業構造改善費用▲11億、固定資産処分損▲15億、探鉱費▲12億円など

当期純利益

少数株主利益または損失

250 233

1111

その他部門・消去

その他部門・Ｅ'u化学�2ﾝ�当期渚ﾘY



（参考資料） ２００４年度決算 説明会資料 (6/7)



（参考資� ２００５年５月１８日
三菱ガス化学株式会社

◇９

◇芳香族化学品カンパニー

　200 4年度実績（対200 3年度）

 原料キシレン高騰も、需要好調で汎用品の採算改善。ベンゼン高騰により増益。特殊品は安定成長。

　200 5年度予想（対200 4年度）

 原料キシレンは前下期並み価格継続を見込む。前下期67年/ｋｇ、05年度68円/ｋｇ

 PX/PTA、OX系等市況品の採算悪化を見込む。ベンゼン価格も下落前提。

 米国MXナイロン稼動、ｲｿﾌﾀﾙ酸増産、下期フタル酸1系列停止し、ＯＸ減産。

◇機能化学品カンパニー

　200 4年度実績（対200 3年度）

 過酸化水素系は需要増加、原価低減で増収、増益。合成樹脂は原料高騰も需要好調で大幅改善。

　200 5年度予想（対200 4年度）

 過酸化水素は数量増加、価格前期並を見込む。ＥＬ薬品はELMク�

。特◇機撼�カンパニー

　2004年度実績（対200 3年度）

　200 5年度予想（対200 4年度）

 脱酸素剤は数量増加だが、価格競争激化を見込む。

 電材は、通期で増収を見込むが、ｴﾚｸﾄﾛﾃｸﾉ設備増強による固定費増加。

 ｻｰｷｯﾄは高難度品増加で増益を見込む。

33

66

営業利益

芳香族化学品ｶﾝﾊﾟﾆｰ

機能化学品ｶﾝﾊﾟﾆｰ

コーポレート等

特殊機能材ｶﾝﾊﾟﾆｰ

3,886

300

926

309

994

522534

336351

73

7868

2,000

523

560

469

265

67

1,051 863

901

92

39

580

310

230

56

6035

▲ 17▲ 9

4

▲ 6

94

8175

▲ 3

▲ 10

増減

230

139

35692
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